
エコタウン課

支援担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B26
ちちぶ吉田元気村電力自立事業 総務費 環境費 エコタウンプロジェクト推進費

なし 戦略項目 09 新エネルギー埼玉モデルの構築

分野施策 040203 再生可能エネルギー活用の推進

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
県　債

決定額 11,603 11,000 603 11,603

前年額 0 0

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

環境保全推進
費

事 業
期 間

平成25年度～ 根 拠
法 令平成25年度

　エコタウン・イニシアティブプロジェクトの実施市で
ある秩父市のちちぶバイオマス発電所（吉田元気村）に
おいて、林地残材の活用による発電を行ってきた。これ
に加え、地域住民から提供される廃てんぷら油のリサイ
クルによるバイオディーゼル発電を行い電力自立化を目
指す。
　本県では、バイオディーゼル発電機の設置に対して補
助を行う。

（１）ちちぶ吉田元気村電力自立事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 11,603千円

（１）事業内容
　　　　秩父市内のちちぶバイオマス発電所（吉田元気村）におけるバイオディーゼル発電機の導入に対し秩父市への
　　　の補助を行う。
　　　　　　　　　　　　　　
  　　　　ア　施設整備費（県・市 各1/2）
　　　　　　　　バイオディーゼル発電機、構内配線工事、保管庫設置工事(県・市1/2)　　　　 　　　　11,543千円
          イ　事業調整旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60千円

（２）事業計画
　　　　平成25年度　　バイオディーゼル発電機の導入、体育館照明のＬＥＤ化（地元企業の無償協力）
　　　　平成26年度～　取組の全国への発信

（３）事業効果
　　　　廃てんぷら油のリサイクルによる発電を行い、施設においてバイオマスエネルギーによる電力自立化を図る。
　　　　これにより、環境学習施設としての機能も強化されるため、地域住民の環境意識の向上を図られる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　・　地元企業による体育館照明のＬＥＤ化無償協力（新技術の実証）
　　　・　地域住民の協力による廃てんぷら油の提供

（県1/2）市1/2

9,500千円×1人＝9,500千円

前年との
対比

― 環境部 B26 ―
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